
１
月

日
、
日
本
共
産
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党
鶴
岡
地
区
委
員
会
と
同

党
市
議
団
は
榎
本
政
規
鶴

岡
市
長
に
、
２
０
１
５
年

度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
書
で
は
、
「
第
３

次
安
倍
内
閣
の
２
０
１
５

年
度
国
家
予
算
案
が
介

護
、
医
療
、
年
金
、
生
活

保
護
は
国
民

負
担
増
と
給

付
削
減
で
国

民
に
痛
み
を

押
し
つ
け
る

一
方
で
、
大

企
業
に
は
減

税
、
軍
事
費

は
過
去
最
高

水
準
と
す
る

な
ど
、
貧
困

と
格
差
を
拡

大
し
軍
拡
路

線
に
す
す
む

も
の
と
な
っ

て
い
る
」
と
指
摘
。

鶴
岡
市
政
に
対
し
、
政

府
が
す
す
め
る
貧
困
と
格

差
拡
大
に
反
対
し
、
市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

努
力
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

そ
の
上
で
要
望
内
容
は

Ⅰ
．
情
報
公
開
と
市
民
参

加
を
進
め
る
こ
と

Ⅱ
．
市
民
本
位
の
行
財
政

改
革
を
進
め
る
こ
と

Ⅲ
．
国
に
よ
る
国
民
負
担

増
と
社
会
保
障
削
減
に
追

随
せ
ず
、
市
民
の
く
ら
し

・
福
祉
を
守
る
市
の
施
策

を
充
実
さ
せ
る
こ
と

Ⅳ
．
子
育
て
支
援
と
教
育

の
充
実
を
図
る
こ
と

Ⅴ
．
農
林
水
産
業
と
地
元

中
小
商
工
業
の
支
援
で
地

域
経
済
振
興
と
雇
用
を
守

る
こ
と

Ⅵ
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
を
進
め
、
地
域

の
環
境
か
ら
地
球
環
境
ま

で
視
野
に
入
れ
た
環
境
対

策
を
進
め
る
こ
と

Ⅶ
．
東
日
本
大
震
災
被
災

地
復
興
支
援
・
避
難
者
支

援
に
力
を
尽
く
す
こ
と

Ⅷ
．
憲
法
と
平
和

の
８
つ
の
大
項
目
と
１
１

６
項
目
の
要
望
事
項
に
な

っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
、
介
護
の
充
実
、

看
護
師
の
養
成
拡
大
、
学

校
給
食
費
の
無
料
化
の
検

討
、
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
、公
契
約
条
例
の
制
定
、

中
高
一
貫
教
育
推
進
の
中

止
、
戦
後

周
年
に
ふ
さ

70

わ
し
い
平
和
記
念
行
事
の

実
施
な
ど
を
求
め
て
い
ま

す
。日

本
共
産
党
か
ら
は
、

佐
藤
誠
一
地
区
委
員
長
、

加
藤
太
一
、
加
藤
鉱
一
、

菅
井
巌
の
各
市
議
会
議

員
、
市
か
ら
は
榎
本
政
規

市
長
、
石
塚
治
人
総
務
部

長
が
対
応
し
ま
し
た
。
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２４－５９３５

関 徹
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市議会３月定例会日程（予定）
※開会時刻は10：00です。

３月３日（火）本会議

（開会、提案説明、総括質問）

４日（水）予算特別委員会

５日（木）本会議（一般質問）

６日（金）本会議（一般質問）

９日（月）本会議（一般質問）

共産党市議団（最後）

１０日（火）本会議・予算特別委員会

１１日（水）常任委員会（総務）

１２日（木）常任委員会（市民文教）

１３日（金）常任委員会（厚生）

１６日（月）常任委員会（産業建設）

２３日（月）予算特別委員会

２４日（火）本会議（閉会）

※請願の締め切りは、2月25日(水) 13時

県民のくらし・福祉を守る県政を！

関とおる事務所開き
２月２６日（木）午後７時から

第一学区コミュニティー防災センター

鶴岡の議席を

必ず奪還し、

複数議席で、くらし守る

県政の流れを大きく！

要望書を榎本市長（右端）に手渡す党鶴岡地区委員

会・市議団の一行（１月２９日、市役所内）

「
地
方
衰
退
」
の
反
省
は
？

市
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
す
る
中
で
、

世
代
を
超
え
て
共
通
し
て
出
さ
れ
る
要

望
が
、「
景
気
を
良
く
し
て
ほ
し
い
」「
若

い
人
が
働
く
場
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」

と
い
う
、
地
域
経
済
振
興
と
雇
用
創
出

に
関
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
自
民
党
の
「
地
方
対
策
」

で
あ
っ
た
公
共
事
業
の
ば
ら
ま
き
や
企

業
誘
致
は
、
国
・
県
・
市
に
借
金
を
残

し
、
企
業
の
撤
退
で
リ
ス
ト
ラ
が
吹
き

荒
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
農
林
水
産
業
を
潰
し
て
き
た

こ
と
が
、
地
域
経
済
の
根
幹
を
衰
退
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
と
市
は
、
慶
応
先
端
研
に

多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
き
ま
し
た

が
、
投
資
に
見
合
っ
た
産
業
振
興
と
雇

用
創
出
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
は
今
、
「
地
方
創
生
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

地
方
衰
退
を
も
た
ら
し
て
き
た
こ
と
の

反
省
を
抜
き
に
し
た
、
「
選
挙
対
策
」

に
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

産
業
と
雇
用
を
つ
く
る

鶴
岡
の
経
済
の
柱
は
、
農
家
、
地
元

商
工
業
者
、
協
同
組
合
な
ど
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
守
り
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

を
産
業
振
興
の
最
大
の
眼
目
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
と
安
倍
農

政
「
改
革
」
、
消
費
税
再
増
税
、
労
働

諸
法
制
の
改
悪
な
ど
と
の
た
た
か
い
は

不
可
欠
の
課
題
で
す
。



農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
1月29日入札分

・遊漁対策振興事業 由良海洋つり堀浚渫工事
(株)ユーエル 4,850,000円（4,885,000円）工期～3/31（落札率99.3％）

温海庁舎入札結果（ ）内は予定価格
1月16日入札分

・温海庁舎正面玄関シェルター等設置工事
中止

厚
労
省
は

月
８
日
、

12

市
町
村
国
保
の
都
道
府
県

化
に
向
け
て
、
２
０
１
８

（
平
成

）
年
度
か
ら
都

30

道
府
県
が
保
険
財
政
の
運

営
主
体
と
な
る
「
国
保
の

広
域
化
」
を
進
め
る
方
針

を
決
め
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
狙
う
新
制

度
で
は
、
都
道
府
県
が
医

療
費
実
績
な
ど
を
も
と
に

市
町
村
ご
と
に
保
険
料
額

（
分
賦
金
）
を
割
り
当
て
、

市
町
村
が
徴
収
し
て
都
道

府
県
に
納
め
ま
す
。

市
町
村
が
負
担
軽
減
の

た
め
に
行
う
国
保
へ
の
繰

り
入
れ
は
な
く
す
た
め
、

医
療
費
や
所
得
水
準
が
高

い
市
町
村
で
は
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

市
町
村
が
医
療
費
を
削

減
す
れ
ば
分
賦
金
は
低
く

な
り
、
都
道
府
県
が
示
す

目
標
よ
り
高
い
収
納
率
を

あ
げ
れ
ば
保
険
料
率
は
低

く
な
る
た
め
、
市
町
村
は

医
療
費
削
減
や
保
険
料
の

徴
収
強
化
に
駆
り
立
て
ら

れ
ま
す
。

課
税
限
度
額
４
万
円

引
き
上
げ

万
円
に

85

自
公
政
権
は

月
12

30

日
、
平
成

年
度
税
制
改

27

正
大
綱
を
決
定
し
、
国
保

税
の
課
税
限
度
額
を
合
計

万
円
へ
と
４
万
円
引
き

85上
げ
る
改
正
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。

基
礎
分
を

万
円
か
ら

51

万
円
に
、
後
期
高
齢
者

52支
援
金
分
を

万
円
か
ら

16

万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
１
万

17円
、
介
護
納
付
金
分
を
14

万
円
か
ら

万
円
に
２
万

16

円
引
き
上
げ
ま
す
。

限
度
額
の
引
き
上
げ
は

年
度
に
後
期
支
援
金
分

26２
万
円
、
介
護
分
２
万
円

の
計
４
万
円
引
き
上
げ
に

続
き
２
年
連
続
と
な
り
ま

す
。課

税
限
度
額
は
平
成
20

年
度
は

万
円
だ
っ
た
の

68

で
、
７
年
間
で

万
円
も

17

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
労
省
で
は
今
後
も
限

度
額
に
到
達
す
る
世
帯
の

割
合
が
１
・
５
％
（

年
26

度
２
・

％
）
に
近
づ
く

46

ま
で
段
階
的
に
限
度
額
を

引
き
上
げ
て
い
く
方
針
で

す
。資

産
売
却
な
ど
一
時
的

に
所
得
が
増
え
た
世
帯
に

い
っ
そ
う
重
い
国
保
税
が

課
せ
ら
れ
、
負
担
増
は
耐

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

国
の
責
任
で
国
保
税
の

引
き
下
げ
を
、
上
限
引

き
上
げ
に
は
反
対
を

日
本
共
産
党
は
、
「
国

保
の
都
道
府
県
単
位
化
」

に
反
対
し
、
国
の
責
任
に

よ
る
国
保
税
の
抜
本
的
引

き
下
げ
、
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
保
険
証
と
り
あ
げ

や
機
械
的
な
滞
納
制
裁
の

中
止
、
国
庫
負
担
増
と
貧

困
打
開
に
よ
る
制
度
の
再

建
な
ど
、
抜
本
的
改
革
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
た
日
本
共
産
党
は
、

被
用
者
保
険
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
上
限
を
引
き

上
げ
、
高
額
所
得
者
の
応

分
の
負
担
を
求
め
る
よ
う

提
案
し
て
い
ま
す
が
、
国

保
の
場
合
、
多
く
の
市
町

村
で
、
所
得
６
０
０
万
円

程
度
で
上
限
に
達
し
て
お

り
、
現
行
の
ま
ま
上
限
を

引
き
上
げ
れ
ば
、
高
額
所

得
と
は
到
底
い
え
な
い
層

が
負
担
増
と
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
国
保
税
の
負
担

上
限
の
引
き
上
げ
に
反
対

し
て
い
ま
す
。

国保税課税限度額の見直し

20年度 21年度 22年度 23年度 26年度 27年度

医療給付分 47万円 47万円 50万円 51万円 51万円 52万円

後期高齢者医療支援金分 12万円 12万円 13万円 14万円 16万円 17万円

介護保険納付金分 9万円 10万円 10万円 12万円 14万円 16万円

合 計 68万円 69万円 73万円 77万円 81万円 85万円

国
保
、
平
成

年
度
に
都
道
府
県
移
管

30

市
町
村
は
医
療
費
削
減
に
駆
り
立
て
ら
れ
る

１
月

日
、

31

新
日
本
婦
人
の

会

鶴
岡
支
部

（
門
脇
フ
ミ
子

支
部
長
）
、
庄

内
農
民
連
（
加

藤
俊
行
会
長
）、

農
事
組
合
法
人

庄
内
産
直
セ
ン

タ
ー
（
渡
部
正

一
組
合
長
理

事
）に
よ
る
「
合

同
新
春
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ

れ
、
約

人
が
参
加
し
ま

80

し
た
。

会
場
で
は
、
新
婦
人
が

小
組
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
絵
手
紙
」
や
「
布
ぞ
う

り
」
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
農
民
連

か
ら
参
加
し
た
女
性
た
ち

も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
初
体
験
。

そ
の
他
に
も
、
お
茶
を

楽
し
む
「
野
点
」
や
、
陶

芸
・
編
み
物
小
組
の
展
示

な
ど
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

「
笑
顔
」
「
笑
い
声
」
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

昼
食
で
は
農
民
連
の
人

た
ち
が
準
備
し
た
、
「
和

え
物
」「
漬
物
」「
デ
ザ
ー

ト
」
な
ど
ご
ち
そ
う
が
並

び
、
新
婦
人
の
会
員
は
「
ど

れ
も
美
味
し
い
。
一
番
の

贅
沢
だ
」
と
箸
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。

食
事
の
後
は
、
手
足
を

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
す
体
操
、
そ
し
て
加

藤
太
一
市
議
の
ギ
タ
ー
演

奏
で
の
「
歌
声
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

え
み
ん
な
で
一
緒
に
歌

い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
で
新
婦
人

の
高
橋
史
事
務
局
長
は
、

「
楽
し
い
時
間
を
み
ん
な

で
過
ご
せ
た
。
い
ま
、
安

倍
首
相
の
暴
走
が
怖
い
。

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。
み
ん

な
の
力
で
変
え
て
ゆ
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

会
場
に
は
関
と
お
る
県

議
予
定
候
補
が
あ
い
さ
つ

に
訪
れ
、
必
勝
の
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。


